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30年に亘る急速な経済発展の結果、中国は現在２つの大きな課題に直面している。化学肥料、有害

生物駆除剤、動物用医薬品といった農業化学品の過剰な利用による、環境健全性の劣化と農産物の安

全性の毀損の増大である。この状況を受けて、我々の研究は以下の二点に重点を置いている。１つ目

は、農業化学品の分析技術の開発である。我々は、正確な同定のために同位体標識した内部標準を用

いながらGC/LC-MS/MSによる分析をすることにより、土壌、水、堆積物、農産物に含まれる、400

種類を超える有害生物駆除剤と130種類を超える動物用医薬品を検出することが可能な、ハイスルー

プットで、かつ精度と感度の高い分析基盤を確立した。２つ目は、技術の適用とリスク評価である。

これまでに、日本に輸出された農産物の安全性の評価、水圏における有害生物駆除剤と動物用医薬品

の同所残存の調査、土壌-水-堆積物連続体における有害生物駆除剤と動物用医薬品の移行態様の調

査、これらの化学物質の毒性とその人間および環境に及ぼす影響の評価に開発した技術を適用してい

る。講演では、これらの研究成果を紹介し、中国における環境の健全性の問題の解決や農産物の安全

性の改善にそれがどのように貢献しているかについて解説する。


